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一 般 質 問 〜市政を問う〜

　

液
状
化
現
象
は
、
地
震
発

生
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
時
間

で
起
き
る
の
か
。

市
民
協
働
部
長 

地
震
発
生

直
後
か
ら
起
き
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
以

外
の
震
源
地
と
な
る
よ
う
な

地
震
は
想
定
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
想
定
し
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
地
震
で
も
液

状
化
現
象
は
考
え
ら
れ
る
の

か
。

市
民
協
働
部
長 

南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
以
外
で
は
、
四

日
市
、
養
老
な
ど
の
活
断
層

に
よ
る
地
震
が
想
定
さ
れ

る
。
国
・
県
の
想
定
で
、
震

度
５
強
以
上
の
強
い
揺
れ
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
液
状
化

現
象
の
起
き
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

地
震
直
後
に
液
状
化
現
象

が
起
こ
り
、
堤
防
が
破
堤
、

沈
下
し
浸
水
被
害
の
起
こ
る

可
能
性
も
あ
る
。
高
齢
者
が

こ
の
よ
う
な
状
況
で
速
や
か

に
指
定
避
難
所
ま
で
行
け
る

と
は
思
え
な
い
。
新
た
に
高

台
や
避
難
場
所
を
設
置
し
て

い
く
計
画
は
な
い
の
か
。

市
民
協
働
部
長 

設
置
計
画

は
、
現
在
は
な
い
。

　

県
の
補
助
事
業
で
「
み
ず

か
ら
守
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

い
う
も
の
が
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

市
民
協
働
部
長 

水
害
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、

町
内
会
や
自
主
防
災
会
と

い
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
主
体
と
な
る
取
り
組
み
を

中
心
に
、
行
政
か
ら
の
情
報

提
供
の
向
上
も
含
め
た
愛
知

県
建
設
部
河
川
課
の
地
域
協

働
型
事
業
だ
。

　

こ
の
県
事
業
は
、
市
民
の

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、

重
要
な
取
り
組
み
だ
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長 

有
効
な
訓
練
を
し
て

も
ら
う
事
業
の
一
つ
だ
と
思

う
。
こ
の
事
業
に
限
ら
ず
、

自
主
防
災
会
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
訓
練
を
重
ね
て
も
ら
い
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

み
ず
か
ら
の
命
、
地
域
を
守

る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

新たに高台や避難場所を
設置しないのか

馬渕 紀明 議員

設置計画は、現在はない
市民協働部長

▲ 地域で作られた「水害手作りハザードマップ」

▲ 愛西市津波避難計画


